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富山県立大学大学院看護学研究科（修士課程）  
 
教育理念（育成する人材像） 

看護職者としての倫理観と広い視野を持ち、高度な看護実践能力を備え、看護の課題を科学的

に探究し、地域や社会の発展に寄与できる人材を育成します。

また、これらを通して、将来の看護学研究者の基盤となる能力を持つ人材を育成します。

教育目標 
富山県立大学大学院看護学研究科の教育目標として次の５つを掲げます。

１．看護職者としての倫理観と広い視野を持ち、高度な看護実践能力により、個人・家族・人々

の健康な生活と の向上に貢献できる人材を育成する。

２．多職種・多機関との連携・協働においてリーダーシップを発揮できる人材を育成する。

３．国際的な保健医療に関心を持ち、併せて地域や社会の保健医療福祉の課題解決に向けて主体

的に取り組める人材を育成する。

４．問題意識をもって看護現象を分析し、論理的・科学的に探究できる能力を持った人材を育成

する。

５．看護職者として生涯にわたって自己研鑽し続ける専門職としての高い意識を持った人材を

育成する。

入学者受入れ方針［アドミッション・ポリシー］ 
 
富山県立大学大学院看護学研究科では、高度な実践能力を有し、看護職としての倫理観と広い

視野を持ち、看護の課題を科学的に探究し地域や社会の発展に寄与できる人材の育成を目指すと

ともに、こうした人材の育成を通して、将来の看護学研究者となる基盤となる能力の育成を目指

すこととしています。このため、本研究科の入学者には、看護師資格又は看護師国家試験受験資

格を有する次の素養をもった人を求めます。 

 

＜入学者選抜の基本方針＞

本学の求める学生像に合致した人材を幅広くかつ的確に見出すために、一般選抜、社会人特別

選抜、学内推薦選抜を実施し、筆記試験と面接を組み合わせた試験を行い、出願書類の内容等を

総合して選抜します。

 

  

１．看護学の基礎知識と総合的な学力を有する人 
２．豊かな人間性と高い探求心を持ち、自主的・意欲的に学び、看護学の向上に寄与したい人 
３．倫理観及び、地域社会や国際社会に貢献する意思と責任感を有する人 
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令和 5年度富山県立大学大学院看護学研究科(修士課程)学生募集要項 
 
1 募 集 人 員 

 
  
2 出 願 資 格 
【一般選抜】 

  看護師資格又は看護師国家試験受験資格を有する者（令和 5年 3 月までに取得見込の者を含む。）で、次のい

ずれかに該当する者 

(1) 大学を卒業した者及び令和 5年 3月までに卒業見込みの者 

(2) 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者及び令和 5年 3月までに修了見込みの者 

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育 

における 16 年の課程を修了した者及び令和 5年 3月までに修了見込みの者 

(4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した 

とされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ 

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和 5年 3 月までに修了見込みの者 

(5) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係 

機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定する 

ものに限る。）において、修業年限が 3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育 

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育 

制度において位置付けられた教育施設であって出願資格(4)の指定を受けたものにおいて課程を修了するこ 

とを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和 5年 3月までに授与される見込み 

の者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに 

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(7) 文部科学大臣の指定した者(昭和 28 年文部省告示第 5号) 

(8) 学校教育法第 102 条第 2項の規定により他の大学院に入学した者であって、本研究科において、大学院に 

おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者 

(9) 学校教育法第 104 条第 7項の規定により学士の学位を授与された者及び令和 5 年 3月 31 日までに授与さ 

れる見込みの者 

(10) 令和5年3月31日で大学に3年以上在学する者（これに準ずる者として文部科学大臣が定める者を含む。） 

であって、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと本研究科において認めた者 

(11) その他に、大学を卒業した者と同等以上の学力があると、本研究科において認めた者で、令和 5年 4月 1 

日までに 22 歳に達する者 

※ 出願資格(5)により出願を希望する者は、出願締切日 1か月前までに出願手続先へ問い合わせること。 

※ 出願資格(8)、(10)又は(11)により出願を希望する者は、事前に出願資格の審査を行う。 

 

【社会人特別選抜】 

上記一般選抜の出願資格を持ち、医療機関等や官公庁に在職し、機関の長から推薦された３年以上の実務経験が

ある者 

 

3 出 願 手 続 
(1) 出願手続方法 

出願書類等を取りまとめて、本学所定の出願書類用封筒に入れ、出願期間内に『書留速達郵便』で郵送 

すること。 

なお、本人が直接持参してもよいが、この場合でも本学所定の出願書類用封筒に入れること。 

    （窓口対応時間 8:30 ～ 17:00） 

 

 

 

 

専   攻 募 集 人 員 選抜区分 

看護学専攻 １０名 一般選抜 社会人特別選抜 
学内推薦選抜 

（本学看護学部生のみ） 

− 1− − 2−
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事前相談

入学志願者は、出願前に志望する分野の指導教員と教育・研究等に関する方向性について、必ず相談する

こと。（募集要項 ～ 頁参照）

出願期間

一般選抜 社会人特別選抜
令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

（期間内必着とする。）

学内推薦選抜
令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

（期間内必着とする。）

郵便事情を考慮して余裕をもって郵送すること。

出願期間後に到着したものは、受理しないので注意すること。

ただし、 月 日（木）（学内推薦選抜の場合は 月 日（木））以前の発信局（日本国内）消印のある

書留速達郵便に限り、期限後に到着した場合でも受理する。

出願資格の審査

出願資格 、 又は により出願を希望する者は、事前に出願資格の審査を行うので、次の必要書類

（所定の様式は出願手続先に請求）を、令和 年 月 日（金）までに提出すること。提出された書類の

返還は行わない。

なお、資格審査の結果は申請者あてに通知する。

提 出 書 類 等 摘 要

① 出願資格認定申請書 所定の様式

② 推 薦 状 在籍する大学、出身又は在籍する大学院、若しくは医療機関等や官公庁

の所属長が作成し、厳封したもの（所定の様式）

③ 成 績 証 明 書 ア 出願資格 該当者

出身大学及び出身又は在籍する大学院が発行し、厳封したもの

（学部及び大学院の成績証明書）

修得科目名及び単位数が記載されたもの

イ 出願資格 該当者

在籍する大学が発行し、厳封したもの

修得科目名及び単位数が記載されたもの

ウ 出願資格 該当者

最終出身校が発行し、厳封したもの

④ 在 学 証 明 書 出願資格 （在学中の者）又は 該当者

⑤ 教 育 課 程 表 ア 出願資格 （在学中の者）該当者

出身学科及び在籍する専攻科の開講科目の講義内容等が詳細に記載

されたもの

イ 出願資格 該当者

在籍する学科等の開講科目の講義内容等が詳細に記載されたもの

⑥ 業 績 調 書 研究歴、研究業績等がある場合は、所定の様式に記入のうえ、証明する

書類の（写）を添付すること

⑦ 資 格 免 許 証 等 出願資格 （在学中でない者）又は 該当者

出願を希望する専攻に関連する各種免許証等、参考となると思われる書

類（写）等（簡単な説明等を付すこと。）

※ 日本語・英語以外の言語で記載されたものについては、日本語訳もしくは英訳を添付すること。

出願手続先

富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課入試・学生募集グループ

〒９３０―０９７５

富山県富山市西長江２－２－７８

℡０７６―４６４―５４１０（代表）

（※）

（※）

− 1− − 2−
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(6) 出願書類等（提出された書類の返還は行わない。） 

出 願 書 類 等 摘        要 

① 入 学 志 願 票 （様式－1） 

履歴欄の記載が枠内に収まらない場合、任意の様式に記載の上、様式-1

にホッチキスで留めて提出すること。 

 

② 卒業（見込）証明書 

又は学位授与(申請受理)

証明書 

 出身大学の学長若しくは学部長又は最終出身校の学校長等が発行し、厳

封したもの（本学出身者は不要） 

 

 

③ 成 績 証 明 書  出身大学の学長若しくは学部長又は最終出身校の学校長等が発行し、厳

封したもの（本学出身者は不要） 

 

 

④ 受 験 票 ・ 写 真 票  正面上半身無帽、背景なし、縦 4㎝×横 3㎝、出願受付日前 6か月以内 

に単身で撮影した写真の裏面に氏名を記入し、定められた枠内に貼付する

こと。（様式－2） 

 

 

⑤ 受 験 許 可 書 

 

他大学大学院に在籍中の者は、学長又は研究科長の、官公庁、企業、病

院等に在職している者は、所属長の受験許可書又はこれに代わる書類を提

出すること。（様式任意） 

 

 

⑥ 返 信 用 封 筒 

※本学所定の出願書類用封筒の 

中の長形 3 号封筒を用いること 

受験票の送付に使用するので、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記

し、344 円切手を貼付すること。 

 

 

⑦ 入 学 考 査 料 ３０,０００円 

本学指定の「令和 5年度富山県立大学入学考査料振込依頼書看護学研究

科試験用」を使用し、金融機関（ゆうちょ銀行、郵便局を除く。）の窓口で

納付すること。 

納付後、金融機関が発行した「振込受付証明書」に振込受付印が押印さ

れていることを確認の上、「入学考査料納付確認票」（様式－3）に全面をの

り付けして出願書類に同封すること。 

 

 

⑧ 志 望 理 由 書 （様式－4） 

本学所定の様式に 400 字程度にまとめ、提出すること。 

 

 

⑨ 推 薦 状 

（社会人特別選抜出願者のみ） 

医療機関又は官公庁の代表者に本学所定の様式（様式－5）の作成を依頼

し、代表者が記入した書類を厳封したもの。 

 

 

⑩ 在 職 証 明 書 

（社会人特別選抜出願者のみ） 

医療機関又は官公庁の代表者に本学所定の様式（様式－6）の作成を依頼

し、代表者が証明したもの。 

 

 

 ◇③、⑨の書類について、既に出願資格審査で提出されている場合は、出願手続きで提出する必要はありません。 

 
 
 

（※） 

（※） 
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(6) 出願書類等（提出された書類の返還は行わない。） 

出 願 書 類 等 摘        要 
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こと。（様式－2） 

 

 

⑤ 受 験 許 可 書 

 

他大学大学院に在籍中の者は、学長又は研究科長の、官公庁、企業、病
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中の長形 3 号封筒を用いること 

受験票の送付に使用するので、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記

し、344 円切手を貼付すること。 

 

 

⑦ 入 学 考 査 料 ３０,０００円 
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科試験用」を使用し、金融機関（ゆうちょ銀行、郵便局を除く。）の窓口で
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納付後、金融機関が発行した「振込受付証明書」に振込受付印が押印さ

れていることを確認の上、「入学考査料納付確認票」（様式－3）に全面をの

り付けして出願書類に同封すること。 

 

 

⑧ 志 望 理 由 書 （様式－4） 

本学所定の様式に 400 字程度にまとめ、提出すること。 

 

 

⑨ 推 薦 状 

（社会人特別選抜出願者のみ） 

医療機関又は官公庁の代表者に本学所定の様式（様式－5）の作成を依頼

し、代表者が記入した書類を厳封したもの。 

 

 

⑩ 在 職 証 明 書 

（社会人特別選抜出願者のみ） 

医療機関又は官公庁の代表者に本学所定の様式（様式－6）の作成を依頼

し、代表者が証明したもの。 

 

 

 ◇③、⑨の書類について、既に出願資格審査で提出されている場合は、出願手続きで提出する必要はありません。 

 
 
 

（※） 

（※） 

 - 4 - 

 
出 願 書 類 等 摘        要 

⑪ そ の 他 ア 出願資格(5)により出願を希望する者は、学位取得（見込）証明書を 

提出すること。 

イ 出願資格(9)により出願を希望する者は、学位授与証明書又は学位記 

の授与を申請していることの証明書等（様式は問わない：学位が得られ

ないこととなった場合は、速やかに通知する旨の記載があるもの）を提

出すること。 

  なお、出願時にまだ学位記の授与を申請していない場合は、申請予定

である旨の証明書（在籍する学校が発行するもの）を提出すること。 

ウ 外国人の志願者は、上記出願書類のほか住民票（市区町村長発行の在 

留資格が記載されたもの（住民票が発行されない場合は旅券の写し）） 

を提出すること。 

なお、出願書類には、この住民票記載の氏名を用いること。 

エ 出願手続後の書類の変更及び返還は行わない。 

オ いったん受理した入学考査料は次の場合を除き、返還しない。 

 ①入学考査料を払い込んだが出願しなかった場合（出願が受理されなか 

った場合を含む。） 

 ②入学考査料を二重に払い込んだ場合 

＜返還請求方法＞ 

「振込受付証明書」を貼付した入学考査料の返還請求書を本学へ郵送

すること。請求書様式は本学ホームページ（https://www.pu-toyama. 

ac.jp/）で確認するか、本学へ問い合わせること。 

送付先：富山県立大学富山キャンパス 

事務部教務学生課入試・学生募集グループ 

問合先：076-464-5410（代表） 

カ 障害のある志願者は、受験上及び修学上の配慮を必要とすることがあ 

るので、下記期限内に本学へあらかじめ申し出ること。 

  これにより、相談が必要となった場合は、以下による。 

○相談の期限 

 令和 4年 10 月 14 日（金）まで 

○相談の方法 

  下記事項を記載した文書（様式は問わない。）及び医師の診断書 

 を提出することとし、必要な場合は、本学において志願者との面談 

 等を行う。 

・志望コース 

・障害の種類、程度 

・受験上の配慮を希望する事項 

・修学上の配慮を希望する事項 

・その他 

キ 連絡先 

  富山県立大学富山キャンパス 

事務部教務学生課入試・学生募集グループ 

   〒９３０－０９７５  

富山県富山市西長江２－２－７８ 

   ℡０７６-４６４－５４１０（代表） 

 

 

 

 

 

 ※ 日本語・英語以外の言語で記載されたものについては、日本語訳もしくは英訳を添付すること。 
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4 選抜方法及び選抜試験期日 
(1) 選抜方法 

・一般選抜 

英語（TOEIC Bridge L&R IP テスト）、小論文及び面接試験の結果並びに成績証明書の内容等を総合判断し 

て行う。 

 

・社会人特別選抜 

英語（TOEIC Bridge L&R IP テスト）、小論文及び面接試験の結果並びに成績証明書、推薦状の内容等を 

総合判断して行う。 

 

・学内推薦選抜 

面接試験による選抜を行う。 

 （注）学内推薦選抜を受験する場合は出願前に受験資格確認が必要となる。詳細は別途お知らせする。 

 

(2) 学力検査等の出題 

 小論文  ・・・保健医療に関する内容を出題する。 

 

 面接試験 ・・・面接は主に以下の項目に基づき実施する。 

         □大学院志望動機並びに意欲 

         □専門領域での臨床（実習）経験や研究（卒業研究）内容 

         □専門領域での学修計画 

 

(3) 外部英語試験の活用について 

 一般選抜及び社会人特別選抜の英語試験については、学力試験当日に、試験会場において TOEIC Bridge L&R 

IP テストを実施する。 

 （リスニング約 25 分 50 問、リーディング 35 分 50 問） 

 テスト形式についての詳細は、（一財）国際ビジネスコミュニケーション協会の下記アドレスをご参照ください。 

アドレス https://www.iibc-global.org/toeic/test/bridge_lr/about.html 

 

(4) 選抜日程 

  ①学力試験日 

一般選抜/社会人特別選抜 学内推薦選抜 

12 月 10 日(土) 11 月 3 日(木・祝) 

 

  ②試験当日スケジュール 

試験科目 
試験区分・試験時間 

一般選抜/社会人特別選抜 学内推薦選抜 

 

小論文 

 

9:30～10:30 

(60 分) 
― 

外国語（英語） 

TOEIC―IP 

(TOEIC Bridge L&R) 

11:00～12:00 頃 

(約 60 分) 
― 

 

面接試験 

 

13:15～ 13:30～ 

（注１）学力検査を一部でも受けなかった場合は「失格」とする。 

（注２）筆記試験については、各科目の試験開始後 20 分以内の遅刻に限り受験を認める。ただし、試験時間

は延長しない。 

（注３）面接試験については、集合時刻（別途案内）を厳守すること。遅刻した場合は受験できないことがあ

るので注意すること。 

 

 

® 

® 

® 

® 

 - 5 - 

4 選抜方法及び選抜試験期日 
(1) 選抜方法 

・一般選抜 

英語（TOEIC Bridge L&R IP テスト）、小論文及び面接試験の結果並びに成績証明書の内容等を総合判断し 

て行う。 

 

・社会人特別選抜 

英語（TOEIC Bridge L&R IP テスト）、小論文及び面接試験の結果並びに成績証明書、推薦状の内容等を 

総合判断して行う。 

 

・学内推薦選抜 

面接試験による選抜を行う。 

 （注）学内推薦選抜を受験する場合は出願前に受験資格確認が必要となる。詳細は別途お知らせする。 

 

(2) 学力検査等の出題 

 小論文  ・・・保健医療に関する内容を出題する。 

 

 面接試験 ・・・面接は主に以下の項目に基づき実施する。 

         □大学院志望動機並びに意欲 

         □専門領域での臨床（実習）経験や研究（卒業研究）内容 

         □専門領域での学修計画 

 

(3) 外部英語試験の活用について 

 一般選抜及び社会人特別選抜の英語試験については、学力試験当日に、試験会場において TOEIC Bridge L&R 

IP テストを実施する。 

 （リスニング約 25 分 50 問、リーディング 35 分 50 問） 

 テスト形式についての詳細は、（一財）国際ビジネスコミュニケーション協会の下記アドレスをご参照ください。 

アドレス https://www.iibc-global.org/toeic/test/bridge_lr/about.html 

 

(4) 選抜日程 

  ①学力試験日 

一般選抜/社会人特別選抜 学内推薦選抜 

12 月 10 日(土) 11 月 5 日(土) 

 

  ②試験当日スケジュール 

試験科目 
試験区分・試験時間 

一般選抜/社会人特別選抜 学内推薦選抜 

 

小論文 

 

9:30～10:30 

(60 分) 
― 

外国語（英語） 

TOEIC―IP 

(TOEIC Bridge L&R) 

11:00～12:00 頃 

(約 60 分) 
― 

 

面接試験 

 

13:15～ 13:30～ 

（注１）学力検査を一部でも受けなかった場合は「失格」とする。 

（注２）筆記試験については、各科目の試験開始後 20 分以内の遅刻に限り受験を認める。ただし、試験時間

は延長しない。 

（注３）面接試験については、集合時刻（別途案内）を厳守すること。遅刻した場合は受験できないことがあ

るので注意すること。 
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4 選抜方法及び選抜試験期日 
(1) 選抜方法 

・一般選抜 

英語（TOEIC Bridge L&R IP テスト）、小論文及び面接試験の結果並びに成績証明書の内容等を総合判断し 
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・学内推薦選抜 
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 （注）学内推薦選抜を受験する場合は出願前に受験資格確認が必要となる。詳細は別途お知らせする。 
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アドレス https://www.iibc-global.org/toeic/test/bridge_lr/about.html 

 

(4) 選抜日程 

  ①学力試験日 

一般選抜/社会人特別選抜 学内推薦選抜 

12 月 10 日(土) 11 月 3 日(木・祝) 

 

  ②試験当日スケジュール 

試験科目 
試験区分・試験時間 

一般選抜/社会人特別選抜 学内推薦選抜 

 

小論文 

 

9:30～10:30 

(60 分) 
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外国語（英語） 

TOEIC―IP 

(TOEIC Bridge L&R) 

11:00～12:00 頃 

(約 60 分) 
― 

 

面接試験 

 

13:15～ 13:30～ 

（注１）学力検査を一部でも受けなかった場合は「失格」とする。 

（注２）筆記試験については、各科目の試験開始後 20 分以内の遅刻に限り受験を認める。ただし、試験時間

は延長しない。 

（注３）面接試験については、集合時刻（別途案内）を厳守すること。遅刻した場合は受験できないことがあ

るので注意すること。 

 

 

® 

® 

® 

® 

 

選抜試験会場
富山県立大学（富山キャンパス） 
〒９３０－０９７５ 
富山県富山市西長江２－２－７８

富山キャンパスには駐車場をご用意しておりません。当日は、公共交通機関等をご利用いただき、会場まで

お越しください。

合格者発表

学内推薦選抜 令和 年 月 日（金）午前 時（予定）

一般選抜 社会人特別選抜 令和 年 月 日（金）午前 時（予定）

合格者の受験番号を本学ホームページ（ に掲載するとともに、合格者本人

宛に郵便で通知する。

なお、電話その他の問合せには一切応じない。

入学手続
入学手続方法

入学手続に要する書類等を取りまとめて、入学手続期間内に持参するか、又は封筒に『大学院看護学研究科

入学手続書類在中』と朱書の上、『書留速達郵便』で郵送すること。

なお、入学手続期間内に入学手続を完了しない者は、入学を辞退したものとして取り扱う。

入学手続期間

令和 年 月 日（月）～ 日（金）（期間内必着とする。）

持参された書類の受付時間は、午前 時から正午まで及び午後 時から午後 時までとする。

郵送の場合も、上記の手続最終日まで必着のこと。

入学手続先

富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課入試・学生募集グループ

〒９３０－０９７５ 富山県富山市西長江２－２－７８

℡０７６ ４６４－５４１０（代表）

入学手続に要する書類等（提出された書類の返還は行わない。）

提 出 書 類 等 摘 要

① 誓 約 書 （所定の用紙）

生計を同一にしない者を含む２者による保証が必要となります。

② 入 学 料 ア 金額 ２８２，０００円

（富山県の住民の場合 １８８，０００円）

イ 納付方法

（ア）本学指定の「入学金振込依頼書」を使用し、金融機関（ゆうちょ

銀行、郵便局を除く。）の窓口で納付すること。

（イ）納付後、金融機関が発行した「振込受付証明書」に振込受付印が

押印されていることを確認の上、入学手続書類に同封すること。

③ 写 真

（ １ 枚 ）

正面上半身無帽、背景なし、縦 ㎝×横 ㎝、入学手続日前 か月以内

に単身で撮影したもの

裏面に専攻、氏名を記入すること。

④ 卒 業 証 明 書 等 卒業見込みで受験した者のみ必要 本学出身者は提出不要
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 (5) 入学手続上の注意事項 

   ① 『富山県の住民』とは、本人又はその者の配偶者若しくは 1 親等の親族が、令和 4 年 4 月 1 日から引き続

き富山県内に住所を有する者及びこれに準ずると認められる者をいう。 

    なお、『富山県の住民』の認定は、住民票等によって行う。 

② 入学手続が全て終了した者には、入学許可書を交付する。 

③ いったん納付された入学料は次の場合を除き、返還しない。 

ア 入学料を過払いした場合 

イ 入学料を二重に払い込んだ場合 

＜返還請求方法＞ 

「振込受付証明書」を貼付した返還請求書を本学へ郵送すること。請求書様式は本学へ問い合わせること。 

    送付先：富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課入試・学生募集グループ 

問合先：076-464-5410（代表） 

④ その他、入学手続の詳細については、別途通知する。 

 
8 入学料・授業料等 
 (1) 入学料・授業料等 

区    分 金   額 備       考 

入 学 料 ２８２，０００円  

 富 山 県 の 住 民 １８８，０００円  

授 業 料 
５３５，８００円 

(年 額) 

初年度の前期分は銀行振り込み、後期分・次年

度からは講座引き落としになる。 

学生教育研究災害傷害保険料   ２，７９０円 ２か年分 

   金額は、いずれも令和 4年 4月現在 

   年度によって変わることがある。 

   在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定後の授業料が適用される。 

   その他後援会費、同窓会費等が別途必要となるが、詳しくは別途お知らせする。 

  

(2) 奨学金・授業料減免制度 

   日本学生支援機構及び各種奨学金制度がある。 

   また、学業成績が優秀で、経済的理由により、授業料の納入が困難であると認められる者等については、 

  授業料の全部又は一部を免除する制度がある。 

 

9 受験時における健康管理について 

＊受験生の皆さまに安心して受験いただくため、健康管理の観点から次の点に留意すること。 

① 日頃から、「三つの密」の回避や、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗いなどの手指衛生」、「換

気」をはじめとした基本的な感染症対策の徹底を行うとともに、バランスのとれた食事、適度な運動、休養、

睡眠など、体調管理に十分留意すること。 

また、各自の判断において予防接種を受けておくなど、他の疾患の罹患等のリスクを減らすよう努めること。 

② 試験日の１週間程度前から発熱・咳等の症状があったり体調に不安があったりする場合は、あらかじめ医療 

機関の受診や受診・相談センターへ相談すること。 

③ 日頃から感染防止について心がけるとともに、朝などに体温測定を行い、体調の変化の有無を確認すること。 

また、試験当日に息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合、基 

礎疾患等により重症化しやすい者が発熱・咳等の比較的軽い風邪の症状がある場合の他、発熱・咳等の比較的 

軽い風邪の症状が続く場合は、試験当日における対応等について、かかりつけ医や受診・相談センターに相談 

すること。また、上記に該当しないものの、発熱・咳等の症状がある者は、その旨を係員に申し出ること。 

④ 発熱・咳等の症状の有無にかかわらず、試験会場では必ずマスクを着用（鼻と口の両方を確実に覆うこと。） 

すること。 

⑤ 試験会場の建物に入る際や試験室の入退室の際は、必ず手指のアルコール消毒を行うこと。 

⑥ 試験室内は受験者の間隔を空けるほか適宜換気を行うので、体温調節しやすい服装で受験すること。 

⑦ 受験にあたっては、新型コロナウイルス接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ（ココア）」をあらかじめインストール 

しておくなど、感染等のリスクの軽減に努めること。 
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なお、他の受験生への感染拡大を防止するため、下記の項目に該当する方は受験できません。

・新型コロナウイルスに罹患し、入学試験当日に入院中又は自宅・宿泊施設において療養中若しくは待機中の方

・学校保健安全法施行規則において出席停止が定められている感染症に罹患した場合は，感染の拡大防止のため

学校保健安全法に準じた取り扱いとし、入学試験当日まで治癒していない方又は出席停止期間を経過していない

方（病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めたときはこの限りではありません。）

発熱・咳等の症状がない濃厚接触者（保健所より「濃厚接触者に該当する」と言われた者を指す。）については、

一定の条件のもと、受験できる場合がありますので、事前に下記問い合わせ先まで連絡してください。

＜問い合わせ先＞

富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課入試・学生募集グループ

〒９３０－０９７５ 富山県富山市西長江２－２－７８

℡０７６ ４６４－５４１０（代表）

そ の 他

提出する書類は黒インク又は黒のボールペンを用い、文字は楷書で、数字は算用数字で記入すること。

様式の※印欄は何も記入しないこと。

ミシン目は切り離さないこと。

提出された書類の変更及び返還並びに納入された納付金の返還は行わない。

入学許可を受けた者が、大学を卒業できなかった場合、外国において学校教育における 年の課程を修了

できなかった場合、学士の学位取得見込み者が学位授与機構より学士の学位を授与されなかった場合及び外国

の大学その他の外国の学校において、修業年限が 年以上である課程を修了することにより、学士の学位に相

当する学位を授与されなかった場合は、入学を取り消す。

入学許可後であっても、出願手続又は受験に不正があったと認められたときは、入学を取り消すことがある。

受験票は、出願書類等を受理した後速やかに本人宛に送付するが、 月 日 月 になっても受験票が到着

しない場合及び選抜試験期日前に受験票を紛失した場合は、富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課入

試・学生募集グループへ連絡すること。

学生募集要項の郵送を希望する者は、郵便番号、住所及び氏名を明記し、 円切手を貼付した返信用封筒

〔角型 号 ㎜× ㎜ 〕を同封し、富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課入試・学生募集グル

ープ宛に『看護学研究科（修士課程）学生募集要項請求』と朱書して請求すること。

志願者から提出された出願書類に記載されている氏名、住所等の個人情報については、本学の入学者選抜の

目的以外で利用することや、第三者に提供することはない。
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   その他後援会費、同窓会費等が必要となるが、詳しくは別途お知らせする。 

  

(2) 奨学金・授業料減免制度 

   日本学生支援機構及び各種奨学金制度がある。 

   また、学業成績が優秀で、経済的理由により、授業料の納入が困難であると認められる者等については、 

  授業料の全部又は一部を免除する制度がある。 

 

9 受験時における健康管理について 

＊受験生の皆さまに安心して受験いただくため、健康管理の観点から次の点に留意すること。 

① 日頃から、「三つの密」の回避や、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗いなどの手指衛生」、「換

気」をはじめとした基本的な感染症対策の徹底を行うとともに、バランスのとれた食事、適度な運動、休養、

睡眠など、体調管理に十分留意すること。 

また、各自の判断において予防接種を受けておくなど、他の疾患の罹患等のリスクを減らすよう努めること。 

② 試験日の１週間程度前から発熱・咳等の症状があったり体調に不安があったりする場合は、あらかじめ医療 

機関の受診や受診・相談センターへ相談すること。 

③ 日頃から感染防止について心がけるとともに、朝などに体温測定を行い、体調の変化の有無を確認すること。 

また、試験当日に息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合、基 

礎疾患等により重症化しやすい者が発熱・咳等の比較的軽い風邪の症状がある場合の他、発熱・咳等の比較的 

軽い風邪の症状が続く場合は、試験当日における対応等について、かかりつけ医や受診・相談センターに相談 

すること。また、上記に該当しないものの、発熱・咳等の症状がある者は、その旨を係員に申し出ること。 

④ 発熱・咳等の症状の有無にかかわらず、試験会場では必ずマスクを着用（鼻と口の両方を確実に覆うこと。） 

すること。 

⑤ 試験会場の建物に入る際や試験室の入退室の際は、必ず手指のアルコール消毒を行うこと。 

⑥ 試験室内は受験者の間隔を空けるほか適宜換気を行うので、体温調節しやすい服装で受験すること。 

⑦ 受験にあたっては、新型コロナウイルス接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ（ココア）」をあらかじめインストール 

しておくなど、感染等のリスクの軽減に努めること。 
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富山県立大学大学院看護学研究科（修士課程）案内 
 

Ⅰ 看護学研究科の概要等 

１ 看護学研究科の目的 

広い視野に立って、看護学の基盤を学修した個々人の専門性及び学識を深める教育研究を行い、

看護学の発展、様々な形態での看護の実践及び地域社会に貢献できる高度で専門的な人材を育成す

ることを目的とする。 

 
2  各コースの概要 

① 研究コース 

看護職者として質の高い医療・看護をより効率的に提供していくために、深化した看護専門知

識を持ち、多職種・多機関との連携・協働においてリーダーシップを発揮できる能力、かつ広い

視野を持って看護を探究する能力を兼ね備えた、より高度な看護人材を育成する。研究分野は、

次の５分野から選択する。   

 

＜研究分野＞ 

基礎看護学 専門職としての質を高めるために重要となる看護継続教育のプログラム

や運用の実際について理解を深める。その上で、エビデンスに基づく看護実

践や、看護倫理を基盤とした対象者の尊厳を守り、かつ自律を支援するため

の看護実践の課題と研究方法を学修し、自らの研究課題に取り組む基礎的な

能力を培う。 

成人看護学 健康障害を持ちながら生活する成人期の人々の健康課題に対応した質の

高い看護援助に活用できる概念や理論を学修する。患者やその家族に対する

看護を根拠に基づいた臨床判断、意思決定、看護介入、評価等の観点から探

究する。 

老年精神看護学 老年精神看護学の基盤となる概念、理論及び重要な実践モデルを最新の知

見に基づき学修する。地域で生活する高齢者や精神障がい者及びその家族の

健康課題と支援の実践例を通して、理論・モデルの実践への応用について理

解を深め、演習によって、課題解決に向けた研究に応用できる基礎的能力を

培う。 

母子看護学 女性のライフサイクル全般及び周産期における母子とその家族の健康課

題・子どもの成長発達に応じた子どもとその家族の健康課題を理解し、エビ

デンスに基づいた支援のあり方を探究する。 

地域在宅看護学 地域を基盤にして行われる公衆衛生看護、在宅看護の対象者・家族及び

人々の健康状態とその背景であるコミュニティをより専門的に理解し、実践

の理論的根拠を学修する。課題解決に向けた地域における看護の多様なアプ

ローチについて理解を深め、各専門職とのディスカッションやフィールドワ

ークを通して、理論と実践を融合できる能力を培う。 

 

② 専門看護師コース（老年看護専攻教育課程） 

医療・介護ニーズの高い 75 歳以上人口の増加が続く富山県の現状を踏まえ、老年看護学分野の

専門看護師を育成する。老年看護分野の専門性を発揮しながら、卓越したケアを提供するとともに、

総合的な判断力と広い視野を持って、実践・相談・調整・倫理調整・教育・研究の６つの役割を果

たし、施設全体や地域の看護の質の向上に努めることができる能力を培う。 
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Ⅱ 社会人に対する配慮 

（１）教育方法の特例 

 夜間・休日等に授業や研究指導を行い、さらに夏季休暇等の長期休暇期間を利用した集中講義を併

せて行うほか、個々の事情に配慮した指導時間を設定するなど、社会人学生の履修に配慮する。   

詳細は、富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課までお問い合わせください。 

TEL：076-464―5410 （内線 131）  

 

（２）長期履修制度 

定職を有する等、２年の修業年限内での修了が困難であることが見込まれる場合、修業年限を超え

て一定の延長期間を加えた期間内で計画的な履修をすることができる。（授業料は２年で修了する場

合と同額） 

 

Ⅲ 修了の要件 

本研究科の修了要件は、研究コースの学生は２年以上在学し、３０単位以上修得し、かつ、必要な研

究指導を受けたうえ、修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格すること。 

また、専門看護師コースの学生は、２年以上在学し、４６単位以上修得し、かつ、必要な研究指導を

受けたうえ、特定課題研究論文を提出して、その審査及び最終試験に合格すること。 
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Ⅳ 教育課程等の概要

必
修

選
択

必
修

選
択

看護学研究特論 2 2

看護倫理特論 2 2

看護教育特論 2 (2) 2

看護管理特論 2 (2) 2

コンサルテーション特論 2 (2) 2

看護統計特論 2 2

看護ケア科学特論 2 2

国際看護特論 2 2

ケアコミュニケーション特論 2 2

富山県の医療保健福祉特論 2 2

臨床薬理学特論 2

フィジカルアセスメント特論 2

病態生理学特論 2

8 12 16 14

(2) 2 2

(2) 2

(2) 2

(2) 2 2

(2) 2

(2) 2

(2) 2 2

(2) 2

(2) 2

(2) 2 2

(2) 2

(2) 2

(2) 2 2

(2) 2

(2) 2

6 30 0 10

2

2

2

2

2

2

2

2

6

2

0 0 24 0

10

6

10 0 6 0

24 42 46 24

科目
区分

授業科目（仮称）の名称

母子看護学特論

母子看護学特論演習Ⅰ

母子看護学特論演習Ⅱ

専門看護師ｺｰｽ
単位数

備考

看
　
護
　
専
　
門
　
科
　
目

基
礎
看
護
学

基礎看護学特論

基礎看護学特論演習Ⅰ

基礎看護学特論演習Ⅱ

成
人
看
護
学

成人看護学特論

成人看護学特論演習Ⅰ

成人看護学特論演習Ⅱ

老
年
精
神
看
護
学

老年精神看護学特論

老年精神看護学特論演習Ⅰ

研究コース
単位数

老年精神看護学特論演習Ⅱ

合計（40科目）

高齢者ケアシステム論

高度実践老年看護学演習Ⅰ

高度実践老年看護学演習Ⅱ

高度実践老年看護学実習Ⅰ

高度実践老年看護学実習Ⅱ

高度実践老年看護学実習Ⅲ

高
度
実
践
看
護
科
目
（

老
年
看
護
）

老年看護学原論

高齢者アセスメント論

老年医学特論

高齢者高度看護実践論

小計（２科目）

小計（10科目）

研
究

看護学特別研究（研究コース）

特定課題研究（専門看護師コース）

地
域
在
宅
看
護
学

地域在宅看護学特論

地域在宅看護学特論演習Ⅰ

地域在宅看護学特論演習Ⅱ

小計（15科目）

母
子
看
護
学

共
通
科
目

小計（13科目）

研究コースは、看護専門

科目に設定する

「基礎看護学」、

「成人看護学」、

「老年精神看護学」、

「母子看護学」、

「地域在宅看護学」の５つ

の分野の中から１つを選択

し、その中で、特論２単位、

演習Ⅰ２単位及び演習Ⅱ

２単位の合わせて６単位の

修得が必修となる。

選択した分野以外は特

論のみ履修でき修了要件

の単位として算入できる。

専門看護師コースは、3

科目のうち2科目(4単位)

を選択必修
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Ⅴ 指導教員・研究指導内容一覧 

 

＜研究コース＞ 

研究分野 

職 

教員名 

連絡先 

研究指導内容 

基礎看護学 

教授 

岡本 恵里 

eri.okamoto 

・看護倫理に関する研究 

・看護教育方法・教材開発に関する研究 

・看護ケアの評価に関する研究 

・看護ケアとユマニチュード®に関する研究 

准教授 

浦井 珠恵 

uraitamae 

・褥瘡の予防ケア・皮膚創傷ケアに関する研究 

・褥瘡発生要因となるずれ力測定機器の開発に関する研究 

・看護ケア技術のエビデンス探索に関する研究 

成人看護学 

教授 

桒子 嘉美 

ykuwako 

・周術期看護に関する研究 

・周術期看護実習、臨地実習に関する研究 

・教材開発に関する研究 

・シミュレーション教育に関する研究 

・成人急性期看護、回復期看護に関する研究 

教授 

片田 裕子 

kyuko2 

・慢性疾患看護に関する研究 

・成人のメンタルヘルスに関する研究 

・成人看護教育に関する研究 

教授 

比嘉 肖江 

nhiga 

・喪失と悲嘆に関する研究 

・エンド・オブ・ライフケアに関する研究 

・スピリチュアルヘルスに関する研究 

老年精神看護学 

教授 

張 平平 

p-zhangp 

・地域高齢者のヘルスプロモーションに関する研究 

・認知症を有する高齢者への看護に関する研究 

・在宅療養高齢者の介護家族への支援に関する研究 

・老年看護学教育に関する研究 

・国際看護・文化看護に関する研究 

教授 

田中 いずみ 

iztanak 

・メンタルヘルスに関する研究 

・精神面への看護ケアに関する研究 

・精神看護教育に関する研究 

・看護職のキャリア発達に関する研究 
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研究分野 

職 

教員名 

連絡先 

研究指導内容 

老年精神看護学 

教授 

木谷 尚美 

n-kidani 

・認知症高齢者の意思決定支援に関する研究 

・高齢者の発達課題に関する研究 

・看護と介護の連携・協働に関する研究 

准教授 

青栁 寿弥 

hisami.aoyagi 

・認知症看護における家族介護者支援に関する研究 

・老年看護におけるケア・教材開発に関する研究 

・認知症高齢者におけるユマニチュード®に関する研究 

准教授 

伊藤 裕佳 

y-mdaira 

・長期ケア施設で療養生活を送る高齢者への療養支援に 

関する研究 

・長期ケア施設で高齢者ケアに関わる看護職・介護職への

キャリア支援に関する研究 

・長期ケア施設における多職種連携に関する研究 

母子看護学 

教授 

松井 弘美 

mhiromi4213 

・周産期にある女性とその家族への支援に関する研究 

・助産基礎教育に関する研究 

・助産現任教育に関する研究 

・小児の成長・発達に関する研究 

准教授 

小林 絵里子 

ekobayashi 

・母乳育児支援に関する研究 

・周産期領域におけるシミュレーション教育に関する研究 

・周産期領域における現任教育や卒後教育に関する研究 

・NICU 看護に関する研究 

・慢性疾患を持つ小児に関する研究 

准教授 

村田 美代子 

m-murata 

・産後ケアに関する研究 

・子育て支援に関する研究 

・母乳育児支援に関する研究 

・母子の安全に関する研究 
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- 14 - 
 

研究分野 

職 

教員名 

連絡先 

研究指導内容 

地域在宅看護学 

教授 

佐伯 和子 

saeki-k 

・保健師のキャリア発達に関する研究 

・地域看護アセスメントと保健事業に関する研究 

・高齢社会におけるヘルスプロモーションの研究 

教授 

越田 美穂子 

koshida 

・公衆衛生看護学に関する研究 

・地域における予防・保健活動の評価に関する研究 

・公衆衛生看護に関わる人材育成に関する研究 

准教授 

河野 由美子 

kono-y 

・訪問看護活動に関する研究 

・在宅の場の移行支援に関する研究 

・介護職のストレスと虐待に関する研究 

・在宅療養者と家族に関する研究 

准教授 

清水 暢子 

n-shimizu 

・地域高齢者の介護予防・フレイル予防に関する研究 

・認知症予防、軽度認知機能障害低下予防に関する研究 

・精神・知的障害者就労支援に関する研究 

・前頭葉機能と脳血流量活性、ストレスに関する研究 

・地域精神保健福祉に関する研究 

※利用の際には記載のアドレスの後に、「@pu-toyama.ac.jp」を追加して下さい。 

 例）k-toyama → k-toyama@pu-toyama.ac.jp 

※職位は令和 5年 4月開設時に予定されているもの。 

 

 

 

 

 

 

− 14− − 15−



- 14 - 
 

研究分野 

職 

教員名 

連絡先 

研究指導内容 
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・保健師のキャリア発達に関する研究 

・地域看護アセスメントと保健事業に関する研究 

・高齢社会におけるヘルスプロモーションの研究 

教授 

越田 美穂子 

koshida 

・公衆衛生看護学に関する研究 

・地域における予防・保健活動の評価に関する研究 

・公衆衛生看護に関わる人材育成に関する研究 

准教授 

河野 由美子 

kono-y 

・訪問看護活動に関する研究 

・在宅の場の移行支援に関する研究 

・介護職のストレスと虐待に関する研究 

・在宅療養者と家族に関する研究 

准教授 

清水 暢子 

n-shimizu 

・地域高齢者の介護予防・フレイル予防に関する研究 

・認知症予防、軽度認知機能障害低下予防に関する研究 

・精神・知的障害者就労支援に関する研究 

・前頭葉機能と脳血流量活性、ストレスに関する研究 

・地域精神保健福祉に関する研究 

※利用の際には記載のアドレスの後に、「@pu-toyama.ac.jp」を追加して下さい。 

 例）k-toyama → k-toyama@pu-toyama.ac.jp 

※職位は令和 5年 4月開設時に予定されているもの。 
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＜専門看護師コース＞ 

 

研究分野 

職 

教員名 

連絡先 

研究指導内容 

老年看護学 

教授 

張 平平 

p-zhangp 

・認知症高齢者とその家族への看護支援に関する研究 

・退院支援における看護師の役割に関する研究 

・エンド・オブ・ライフケアに関する研究 

・老年看護学教育に関する研究 

・国際看護・文化看護に関する研究 

教授 

木谷 尚美 

n-kidani 

・認知症高齢者の意思決定支援に関する研究 

・高齢者の発達課題に関する研究 

・看護と介護の連携・協働に関する研究 

准教授 

青栁 寿弥 

hisami.aoyagi 

・認知症看護における家族介護者支援に関する研究 

・老年看護におけるケア・教材開発に関する研究 

・認知症高齢者におけるユマニチュード®に関する研究 

准教授 

伊藤 裕佳 

y-mdaira 

・長期ケア施設で療養生活を送る高齢者への療養支援に 

関する研究 

・長期ケア施設で高齢者ケアに関わる看護職・介護職への

キャリア支援に関する研究 

・長期ケア施設における多職種連携に関する研究 

講師 

川口 寛介 

k.kawaguchi 

・高齢がん患者の QOL に関する研究 

・前立腺がん患者の看護に関する研究 

・下部尿路機能障害を有する高齢者に関する研究 

※利用の際には記載のアドレスの後に、「@pu-toyama.ac.jp」を追加して下さい。 

 例）k-toyama → k-toyama@pu-toyama.ac.jp 

※職位は令和 5年 4月開設時に予定されているもの。 
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出 願 書 類 等 



（様式１）
令 和 年 度

富山県立大学大学院看護学研究科入学志願票

一般選抜

学内推薦選抜

社会人特別選抜

受験

番号

※

※印欄は本学にて記入します。 

ふりがな

氏 名

生年月日 西暦 年 月 日生

性

別

男 ・ 女

回答しない

本

籍

都 道

府 県

出 身

大 学 等

国立
公立 大学 学部 科
私立

現 住 所

通信先

〒

都 道

府 県

電話
番号 －

緊 急

連絡先

氏 名
志 願 者
との続柄

住 所

〒

都 道

府 県

電話
番号 －

志望コース（どち

らかに〇）及び

志望指導教員◇

第 志望 第 志望

研 究 コ ー ス ・ 専 門 看 護 師 コ ー ス 研 究 コ ー ス ・ 専 門 看 護 師 コ ー ス

指導教員 指導教員

履

歴

学 歴

高校卒業
から記入
すること

年 月

年 月

年 月

年 月

職 歴

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

◇備考 志望者の意向を調査するものであり、記入内容は合否には関係しない。また、志望指導教員は募集要項 頁～ 頁を参照の上、記

載すること。

年 月 
卒 業 
卒業見込 

該当のものを〇で囲む



令
和

５
年

度
富

山
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

 入
学

考
査

料
　

振
込

依
頼

書
下

記
の

注
意

事
項

を
確

認
の

上
、

太
枠

の
中

を
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

、
金

融
機

関
（

ゆ
う

ち
ょ

銀
行

、
郵

便
局

を
除

く
。）

の
窓

口
で

振
込

し
て

く
だ

さ
い

。

【
注

意
事

項
】

⑴
　

振
込

依
頼

書
は

出
願

す
る

試
験

の
も

の
（『

看
護

学
研

究
科

試
験

用
』）

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

⑵
　「

依
頼

人
（

志
願

者
）」

欄
に

は
、

志
願

者
本

人
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

⑶
　

振
込

は
必

ず
窓

口
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。Ａ

Ｔ
Ｍ（

現
金

自
動

預
払

機
）

は
利

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

⑷
　

振
込

手
数

料
は

志
願

者
が

負
担

し
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
北

陸
銀

行
の

本
支

店
か

ら
の

振
込

に
限

り
手

数
料

無
料

と
な

り
ま

す
。

⑸
　

振
込

後
、

金
融

機
関

の
振

込
受

付
印

を
確

認
の

上
、

右
端

の
「

振
込

受
付

証
明

書
」

を
切

り
離

し
、

出
願

書
類

（
入

学
考

査
料

納
付

確
認

票
）

に
の

り
付

け
し

て
出

願
用

封
筒

に
同

封
し

て
く

だ
さ

い
。

⑹
　

領
収

証
書

は
あ

ら
た

め
て

大
学

か
ら

発
行

し
な

い
の

で
、「

振
込

金
　

受
取

書
」

を
志

願
者

で
大

切
に

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。

看
護

学
研

究
科

試
験

用

修
士

課
程

振
込

依
頼

書
　

金
融

機
関

振
込

用（
ゆ

う
ち

ょ
銀

行
を

除
く

）

入
学

考
査

料（
令

和
５

年
度

看
護

学
研

究
科

試
験

）

修
士

課
程

振
込

金
　

受
取

書

入
学

考
査

料（
令

和
５

年
度

看
護

学
研

究
科

試
験

）
兼

消
費

税
込

手
数

料

　
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

北
陸

銀
行

　
太

閤
山

支
店

金
　

　
額

普
通

先
方

銀
行

北
陸

銀
行

　
太

閤
山

支
店

名
前

（
住

所
）

（
整

理
番

号
）

（
整

理
番

号
）

上
記

の
金

額
正

に
受

け
取

り
ま

し
た

。
（

取
扱

店
）

（
カ

ナ
氏

名
）

取
扱

銀
行

収
納

印

（
氏

名
）

（
氏

名
）

（
備

考
）振

込
手

数
料（

消
費

税
込

）
ご

依
頼

人
負

担
消

費
税

込
手

数
料

収
　

入
印

　
紙

（
住

所
）

※
　

必
ず

こ
の

振
込

用
紙

を
使

用
し

、
銀

行
の

窓
口

で
お

振
込

み
く

だ
さ

い
。

（
取
扱
店
保
管
）

（
取
扱
店
→
依
頼
人
）

（
取
扱
店
→
依
頼
人
→
出
願
書
類
に
同
封
）

整
理
番
号・
カ
ナ
氏
名
は
必

ず
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

取
扱
銀
行
へ
お
願
い

（
電

話
）

（
電

話
）

公
立

大
学

法
人

　
富

山
県

立
大

学
　（

看
護

検
定

料
口

座
）

フリ
ガナ

ダイ
）　

トヤ
マ

ケン
リツ

ダイ
ガク

　（
ケン

テイ
リヨ

ウコ
ウザ

）

口
座

番
号

60
63

86
9

60
63

86
9

預
金

種
目

様

口
座

名
義

公
立

大
学

法
人

富
山

県
立

大
学（

看
護

検
定

料
口

座
）

公
立

大
学

法
人

富
山

県
立

大
学（

看
護

検
定

料
口

座
）

普
通

口
座

番
号

金
額

3
0

0
0

0
3

0
0

0
0

消
費

税
込

手
数

料
電
信
扱

■ 北 陸 銀 行 以 外 の 場 合 、 振 込 手 数 料 （ 消 費 税 込 ） は 、 ご 依 頼 人 の 負 担 と な り ま す 。

■ 各 各 欄 の 太 線 の 中 だ け ボ ー ル ペ ン で ご 記 入 く だ さ い 。 （ 整 理 番 号 を 除 く 。 ）

■ Ａ Ｔ Ｍ で は 振 り 込 ま な い で く だ さ い 。

北 陸 銀 行 本 支 店 か ら の 振 込 に 限 り 手 数 料 無 料

依 頼 日 先 方 銀 行
預 金 種 目

受 　 取 　 人

受 取 人 志 願 者

修
士

課
程

振
込

受
付

証
明

書

入
学

考
査

料（
令

和
５

年
度

看
護

学
研

究
科

試
験

）
【
大
学
提
出
用
】

金
  

額

北
陸

銀
行

　
太

閤
山

支
店

（
整

理
番

号
）

（
氏

名
）

（
カ

ナ
氏

名
）

60
63

86
9

普
通

口
座

番
号

3
0

0
0

0

口 座 名 義先 方 銀 行 預 金 種 目 志 願 者 振 込 受 付 印

依 頼 人  （ 志 願 者 ）
銀 行 店

富
山

県
射

水
市

黒
河

51
80

07
66
－

56
－

75
00



（
様
式
－
３
）

入
学

考
査

料
納

付
確

認
票

令
和

５
年

度

富
山
県
立

大
学

大
学

院
看
護
学
研

究
科

受
験
番

号
※

（
注

）
※
印
欄
は
記
入
し

な
い
こ
と
。

振
込

受
付

証
明

書

貼
付
欄

振
込
後
、
金
融
機
関
か
ら
受
け

取
っ
た
｢
振
込
受
付

証
明
書
｣を

こ
の

枠
内
に
し
っ
か

り
と
全
面

の
り

付
け

す
る
こ
と

注
誤
っ
て
｢
振
込
金
受

取
書
｣
を

貼
り
付
け
な
い
こ
と

 
 

（
様
式
－
２
）

令
和

年
度

富
山

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科

受
験

票

受
験
番
号

※

氏
名 ※

印
欄
は
本
学
に
お
い
て
記
入
し
ま
す

。

（
様
式
－

２
）

令
和

年
度

富
山

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科

写
真

票

受
験

番
号

※

氏
名 ※

印
欄
は
本
学
に
お
い
て
記
入
し
ま
す

。

写
真

縦
×
横

写
真

縦
×
横

き  り  と  ら  な  い  こ  と  



（様式－４） 

志 望 理 由 書

受験番号
※

氏 名

※印欄は本学において記入します。

志望理由、入学後の抱負等（ 字程度）



受験番号 ※

（様式－５）

推 薦 状

富山県立大学長 殿

下記の者は、貴大学が実施される社会人特別選抜受験の適格者と認め、責任をもって推薦します。

年 月 日

志願者氏名（被推薦者） 生年月日
西暦

年 月 日生

所 在 地

代表者 名称

（推薦者）職・氏名 印

自署の場合は押印不要

（推薦理由）

【記入上の注意】

１ 推薦理由については、看護学研究科に対する本人の適性、能力、意欲、人物、勤務状況について

できるだけ具体的に記入してください。（記入欄が足りない場合は、任意の様式に追記の上、本紙裏面に添付してください。）

２ ※印欄は本学において記入します。



受験番号 ※

（様式－６）

在 職 証 明 書

富山県立大学長 殿

下記の者について、次のとおり在職していることを証明します。

記

氏 名

（生年月日：西暦 年 月 日生）

在 職 期 間

所 属 部 署 名

職 務 内 容

以上

年 月 日

所 在 地

代表者 名 称

職・氏 名 印

【記入上の注意】

１ 本様式（ 版）と同内容で作成されたものでも可。

２ ※印欄は本学において記入します。



富
山
県
立
大
学
富
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
教
務
学
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
試
・
学
生
募
集
グ
ル
ー
プ

御
中

富
山
県
富
山
市
西
長
江
二
―
二
―
七
八

氏　　 名

住 　 　 所

郵　　便

切　　手

9 3 0 0 9 ７ ５

郵便番号 -

TEL（　　　）　　  　‒

「
大
学
院
看
護
学
研
究
科
入
学
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
出
願
書
類
在
中
」

書
留
速
達

速達



344円切手
を 貼 付
すること

受
取
人

（
住
所
）

（
氏
名
）

殿

〒930‒0975　富山県富山市西長江2‒2‒78

富山県立大学大学院看護学研究科
入 学 試 験 実 施 本 部

「
受
験
票
在
中
」

速達



富山県立大学大学院看護学研究科（修士課程）  
 
教育理念（育成する人材像） 
看護職者としての倫理観と広い視野を持ち、高度な看護実践能力を備え、看護の課題を科学的

に探究し、地域や社会の発展に寄与できる人材を育成します。

また、これらを通して、将来の看護学研究者の基盤となる能力を持つ人材を育成します。

教育目標 
富山県立大学大学院看護学研究科の教育目標として次の５つを掲げます。

１．看護職者としての倫理観と広い視野を持ち、高度な看護実践能力により、個人・家族・人々

の健康な生活と の向上に貢献できる人材を育成する。

２．多職種・多機関との連携・協働においてリーダーシップを発揮できる人材を育成する。

３．国際的な保健医療に関心を持ち、併せて地域や社会の保健医療福祉の課題解決に向けて主体

的に取り組める人材を育成する。

４．問題意識をもって看護現象を分析し、論理的・科学的に探究できる能力を持った人材を育成

する。

５．看護職者として生涯にわたって自己研鑽し続ける専門職としての高い意識を持った人材を

育成する。

入学者受入れ方針［アドミッション・ポリシー］ 
 
富山県立大学大学院看護学研究科では、高度な実践能力を有し、看護職としての倫理観と広い

視野を持ち、看護の課題を科学的に探究し地域や社会の発展に寄与できる人材の育成を目指すと

ともに、こうした人材の育成を通して、将来の看護学研究者となる基盤となる能力の育成を目指

すこととしています。このため、本研究科の入学者には、看護師資格又は看護師国家試験受験資

格を有する次の素養をもった人を求めます。 

 

＜入学者選抜の基本方針＞

本学の求める学生像に合致した人材を幅広くかつ的確に見出すために、一般選抜、社会人特別

選抜、学内推薦選抜を実施し、筆記試験と面接を組み合わせた試験を行い、出願書類の内容等を

総合して選抜します。

 

  

１．看護学の基礎知識と総合的な学力を有する人 
２．豊かな人間性と高い探求心を持ち、自主的・意欲的に学び、看護学の向上に寄与したい人 
３．倫理観及び、地域社会や国際社会に貢献する意思と責任感を有する人 
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〈大学（富山キャンパス）への案内図〉

〈建物見取図〉
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看護学研究科(修士課程) 
 

学生募集要項 
 

 

1  一 般 選 抜 

 

2  社 会 人 特 別 選 抜 

 

3  学 内 推 薦 選 抜 

 

 

富山県立大学大学院看護学研究科入学試験実施本部 

 

〒

富山県富山市西長江

℡ （代表）
       
      ホームページアドレス 

      お問合せメールアドレス 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

〒 富山県富山市西長江

富山県立大学富山キャンパス事務部教務学生課 入試・学生募集グループ

ＴＥＬ （代表） ＦＡＸ  

 

出願・受験・その他に関する問合わせ先 

◇不測の事態等が発生した場合の諸連絡

不測の事態等の発生により、本募集要項の内容を変更する場合は、本学ホーム

ページ等により周知しますので、出願前や受験前には特に注意願います。

本学ホームページ  


